
生涯学習課

担当課

款名称

平成18年度 検討

平成19年度 実施

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 継続

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 拡大継続

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 継続

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 拡大実施

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

　北条地区での各種大会・教室などを
開催し、生涯スポーツ・競技スポーツの
推進を図っており、また北条地区の社
会体育施設の施設管理、利用調整を
行っている。33,809千円（うち運営費補
助金19,600千円）
●指定管理者による管理を実施してい
る施設（管理費）
北条野球場5,143千円、北条テニスコー
ト・北条多目的広場5,668千円、北条町
民運動場588千円、北条体育館737千
円、北条Ｂ＆Ｇ海洋センター5,952千円

０９　教育費

現在の取組み状況、事業内容 見直し・取組み内容NO

生涯学習課

事務事業、補助金
等、推進項目名称

会員の拡大、施設利用の拡大、・各
大会・教室の参加料の見直しし、費
用を削減する。
※指定管理者の指定期間は平成
21年度末まで

生涯
学習
事業
１

北条スポーツクラブ
事業
（北条地区スポーツ
施設の指定管理者が
北条スポーツクラブ）

実　施　時　期
経費節減
見込み(千円)

平成20年度 ↓

行政改革における取り組み内容

備　　　考

生涯
学習
事業
2

生涯学習課

●大栄地区の体育館
大栄体育館費事業
大誠体育館費事業
大栄ふれあい会館費事
業
勤労者体育センター費
事業

体育館の施設管理、利用調整
540千円
233千円
857千円

712千円

施設が老朽化し、修繕費の増加が
見込まれているが、維持管理費の
節減を図る。このほかに、北条地区
に体育館が２施設あり。体育館の
数について、総合的な検討が必要
となっている。

平成20年度 ↓

０９　教育費

生涯
学習
事業
3

生涯学習課

大栄運動場費事業

運動場の施設管理
運動場の利用調整
281千円

維持管理費の節減を図る。

０９　教育費

平成20年度 継続

生涯
学習
事業
4

生涯学習課

大誠・栄プール費事
業

プールの施設管理
プールの利用調整
1,300千円

０９　教育費

維持管理費の節減を図る。老朽化
がすすんでおり、改修？廃止？に
向けた検討が必要になっている。

平成20年度 ↓

生涯
学習
事業
5

生涯学習課

大栄野球場費事業

野球場の施設管理
野球場の利用調整
4,998千円

０９　教育費

維持管理費の節減を図る。（スコア
ボードの老朽化に伴い、修繕料が
必要になっている）

平成20年度 継続
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平成18年度 　

平成19年度 検討

平成21年度 ↓

平成22年度 実施

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

生涯
学習
補助
１

生涯学習課

郡社会教育協議会負
担金

東伯郡社会教育の振興発展に寄与し、
構成団体相互の連絡提携を図る。
　・生涯学習実践研究交流会
　・中部地区少年少女のつどい
　・郡社会教育団体への活動支援補助
負担金　310千円０９　教育費

郡内の社会教育振興に寄与し、連
絡提携の場である。構成団体が
減っており、現在より負担が大きく
ならないように要請する。 平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
１

生涯学習課

県社会教育協議会負
担金

県内社会教育の振興発展に寄与
し、構成団体相互の連絡提携を図
る。
負担金   29千円

０９　教育費

県内の社会教育の連携のため必
要である。現在より負担が大きくな
らないよう要請する。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
２

生涯学習課

県社会教育委員連絡
協議会負担金

社会教育委員の職務を全うするた
め、県市町村社会教育委員相互の
連絡協調を図る。
　・社会教育委員研修会
負担金　　12千円０９　教育費

県市町村単独での社会教育委員
研修は難しいため、必要である。現
在より負担が大きくならないように
要請する。 平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
３

生涯学習課

県子ども会連合会負
担金

県内の市町村子ども会育成団体相互
の連絡提携を図り、子ども会活動の拡
充をもって青少年の健全育成を目的と
する。
　・ジュニアリーダー育成
　・全国子ども会安全会への加入
負担金　6千円

０９　教育費

合併により構成団体が減っている
が、現在より値上げしないよう要請
する。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
４

生涯学習課

県文化団体連合会負
担金

県内の文化団体で組織されてお
り、芸術・文化の振興のための情報
交換や連携を図る。
負担金　5千円

０９　教育費

合併により構成団体が減っている
が、現在より値上げしないよう要請
する。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
５

生涯学習課
県ミュージアムネット
ワーク負担金(歴史文
化学習館）

県内の文化施設で組織されてお
り、文化の振興のための情報交換
や連携を図る。
負担金　2千円

０９　教育費

合併により構成団体が減っている
が、現在より値上げしないよう要請
する。

平成20年度 ↓

生涯
学習
事業
6

生涯学習課

指定管理者制度の導
入促進

大栄地区体育施設管理 大栄地区体育施設の管理委託に
ついて検討する。

平成20年度 ↓
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平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 廃止 8

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

生涯
学習
補助
６

生涯学習課
県ミュージアムネット
ワーク負担金(歴史民
俗資料館）

県内の文化施設で組織されてお
り、文化の振興のための情報交換
や連携を図る。
負担金　2千円

０９　教育費

合併により構成団体が減っている
が、現在より値上げしないよう要請
する。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
７

生涯学習課

倉吉地区少年補導セ
ンター負担金

倉吉警察署管内の関係機関団体
の密接な連携をもとに、非行化する
おそれのある少年を早期に発見、
適切な処遇を行うことで、少年の健
全な育成を図る。
分担金　505千円

０９　教育費

非行の早期発見に必要である。セ
ンターの評議会等で町村の負担分
について精査していくよう要請す
る。 平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
８

生涯学習課

県体育協会負担金

県下の体育振興及び発展に寄与
し、市町村間の情報交換や連携を
図る。
負担金　14千円

０９　教育費

北栄町だけ脱退することはできな
いので、協会の運営経費等の検討
をしていただき、町村の負担が少な
くなるよう要請する。 平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
９

生涯学習課

郡体育協会負担金

東伯郡内の体育振興及び発展に
寄与し、相互の情報交換や連携を
図る。
・東伯郡民体育大会の開催
・中部地区駅伝競走大会の開催
負担金　598千円

０９　教育費

北栄町だけ脱退することはできな
いので、協会の運営経費等の検討
をしていただき、町村の負担が少な
くなるよう要請する。 平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
１０

生涯学習課

県体育指導委員協議
会負担金

０９　教育費

体育振興及び発展のため、県下の
体育指導員相互の情報交換や連
携を図る。
負担金　45千円

北栄町だけ脱退することはできな
いので、協議会の運営経費等の検
討をしていただき、町村の負担が少
なくなるよう要請する。 平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
１１

生涯学習課

郡体育指導委員協議
会負担金

体育振興及び発展のため、東伯郡
内の体育指導員相互の情報交換
や連携を図る。
負担金　19千円

０９　教育費

北栄町だけ脱退することはできな
いので、協議会の運営経費等の検
討をしていただき、町村の負担が少
なくなるよう要請する。 平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
１２

生涯学習課

県体育施設協会負担
金

①日本体育協会が開催する各種講習
会の案内、割引。②所管する施設につ
いて「社会体育施設保険制度」に加入
可能。③全国スポーツ施設に係る情報
の提供。④鳥取県体育施設協会研修
会の開催。
負担金　8千円

０９　教育費

協会加入のメリットが少なく、県の
体育施設協会からの脱退を検討。

　

平成20年度 ↓
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平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 継続実施

平成21年度 ↓

平成22年度 検討

平成18年度 現行

平成19年度 継続実施

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

生涯
学習
補助
１３

生涯学習課

町婦人会補助金

自主的に社会教育活動や学習をす
る関係団体に円滑な運営を支援す
る目的で補助を行う。(各社会教育
イベントへの協力・婦人地位向上の
ための活動に寄与）
補助金　130千円

０９　教育費

会費等も徴収して活動されている
が、町内の環境整備などに寄与さ
れていることもあり補助は適切であ
る。補助金の使い道の精査につい
て助言する。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
１４

生涯学習課

町青年団補助金

自主的に社会教育活動や学習をす
る関係団体に円滑な運営を支援す
る目的で補助を行う。（地域ふれあ
い活動ほか行事への参加、より良
い成人の育成に寄与）
補助金　 80千円

０９　教育費

団費等も徴収して活動されている
が、地域活動への参加も積極的で
あり、補助は適切である。補助金の
使い道の精査について助言する。 平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
１５

生涯学習課

小学校ＰＴＡ補助金

自主的に社会教育活動や学習をす
る関係団体に円滑な運営を支援す
る目的で補助を行う。（家庭・地域・
学校の連携、児童の社会教育への
参加に寄与）
補助金　 160千円

０９　教育費

会費等も徴収して活動されている
が、町内の社会教育環境整備など
に寄与されていることもあり補助は
適切である。補助金の使い道の精
査について助言する。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
１６

生涯学習課

中学校ＰＴＡ補助金

自主的に社会教育活動や学習をす
る関係団体に円滑な運営を支援す
る目的で補助を行う。（家庭・地域・
学校の連携、生徒の社会教育への
参加に寄与）
補助金　 160千円

０９　教育費

会費等も徴収して活動されている
が、町内の社会教育環境整備など
に寄与されていることもあり補助は
適切である。補助金の使い道の精
査について助言する。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
１７

生涯学習課

青少年育成町民会議
補助金

青少年問題のもつ重要性を認識し、広
く町民の総意と自主活動を結集し、時
代を担う青少年の健全な育成を図る。
　・あいさつ運動の推進
　・環境浄化活動
補助金　185千円０９　教育費

青少年の健全育成を町民一体と
なって取り組むため、必要な組織で
ある。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
１８

生涯学習課

北条スポーツクラブ
補助金

　北条地区での各種大会・教室な
どを開催し、生涯スポーツ・競技ス
ポーツの推進を行っており、町主催
の体育事業にも積極的に協力をし
ている。
補助金　19,600千円

０９　教育費

クラブ会員の拡大・利用者の拡大
を図り、収入を増加させ、クラブの
自立を図る。

大栄スポーツクラブ（仮称）と
一本化など今後検討が必
要。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
１９

生涯学習課

チャレンジデー実行
委員会補助金

チャレンジデーを通して、各自治会
の活性化、スポーツ・運動を日常に
取り入れるきっかけづくりとして開
催。
補助金　395千円０９　教育費

各団体への運営費の見直しを図
り、効果的な事業実施とする。

笹川スポーツ財団より上限
700千円の補助金あり。

平成20年度 検討
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平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 現行

平成19年度 ↓

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度

平成19年度 なし 3,726

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度

平成19年度 拡大実施

平成21年度 ↓

平成22年度 ↓

平成18年度 実施

平成19年度

平成21年度

平成22年度 実施

生涯
学習
補助
２０

生涯学習課

全国青年大会派遣費
補助金

広い視野で青年の活動についての
研鑽を深めるため、全国大開への
研修旅費の一部を助成している。
補助金　20千円（１人分）

０９　教育費

中部地区での申し合わせで補助金
額が決定する。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
２１

生涯学習課

文化団体連絡協議会
補助金

文化団体相互の連携と親睦を図
り、地域の文化振興に寄与する。
・中央公民館大栄分館での企画展
示の自主運営
・ミニ文化祭の実施
補助金　100千円

０９　教育費

町内生涯学習の振興に寄与してお
り、補助は適切である。補助金の使
い道の精査について助言する。

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
２２

生涯学習課

全国スポレク祭北栄
町実行委員会補助金

１０月開催の第１９回全国スポー
ツ・レクリエーション祭トランポリン
大会の運営。
補助金　3,726千円（町費）

０９　教育費

平成18年度で終了

平成20年度 ↓

生涯
学習
補助
２３

生涯学習課
大栄地区スポーツク
ラブ設立準備委員会
補助

　大栄地区での各種大会・教室な
どを開催や、生涯スポーツ・競技ス
ポーツの推進を図る拠点となるよう
スポーツクラブ設立の準備を行って
いる。
補助金　1,871千円

０９　教育費

・平成19年度に大栄地区スポーツ
クラブを設立。
・日本体育協会からの補助金は無
し。
・北条スポーツクラブと一本化など
の検討。.

平成20年度 継続

生涯
学習
補助
２４

生涯学習課

スポーツフェスティバ
ル実行委員会補助金

ニュースポーツやレクレーションに
親しむ機会を提供し、町民相互の
親睦を図る。町内の体育施設にお
いて23種目を実施。
補助金　388千円０９　教育費

隔年での実施を検討。
全国スポーツ・レクリエーション祭
の趣旨を生かしながら、広く町民に
生涯スポーツに触れる場を提供す
る。
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